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入
職
前
の
不
安

大
学
生
の
時
、
発
達
障
害
学
会
の
お
手
伝

い
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ
の
時
に
職
員

の
方
々
の
雰
囲
気
が
と
て
も
良
か
っ
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。ま
た
、放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
際
、
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
さ
れ

て
い
る
姿
や
職
員
同
士
で
相
談
・
連
携
し

な
が
ら
チ
ー
ム
と
し
て
支
援
を
行
う
環
境
に

魅
力
を
感
じ
、
入
職
を
決
め
ま
し
た
。
不

安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
と
関

わ
れ
る
楽
し
み
の
方
が
大
き
か
っ
た
で
す
。

    入
っ
て
か
ら
の
指
導
体
制

初
め
は
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
試
行

錯
誤
の
毎
日
で
し
た
。
し
か
し
、
先
輩
職

員
方
が
優
し
く
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
る

の
で
一
人
で
悩
む
こ
と
は
な
く
、
少
し
ず

つ
全
体
を
見
な
が
ら
動
け
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
と
感
じ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
体

を
動
か
し
な
が
ら
一
緒
に
楽
し
も
う
！
と

い
う
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。

仕
事
の
や
り
が
い

子
ど
も
達
が
様
々
な
こ
と
に
取
り
組
む
中

で
、
諦
め
ず
に
頑
張
る
姿
、
で
き
る
こ
と

が
増
え
て
い
く
姿
を
た
く
さ
ん
見
て
き
ま

し
た
。
一
緒
に
喜
ん
だ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
感
じ
ら
れ
た
時
に
は
と
て
も
や

り
が
い
を
感
じ
ま
す
。〝
こ
の
職
員
と
一
緒

に
遊
び
た
い
〞〝
頑
張
っ
た
こ
と
・
で
き
た

こ
と
を
伝
え
た
い
〞と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
日
頃
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
を

受
け
止
め
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
挑
戦
し
た
い
こ
と

子
ど
も
た
ち
の
行
動
を
表
面
的
に
捉
え
る

の
で
は
な
く
、
行
動
の
理
由
や
行
動
の
裏

に
あ
る
気
持
ち
を
考
え
、
一
人
ひ
と
り
に

合
っ
た
適
切
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
さ
ら
に
理

解
や
知
識
を
深
め
、
様
々
な
こ
と
に
挑
戦

し
学
ぶ
姿
勢
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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事
務
局
長
挨
拶

地
域
貢
献
活
動
の
芽

【

【

　
私
た
ち
の
仕
事
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
主
な
業
務

で
す
が
、
そ
の
他
に
も
社
会
福
祉
事
業
を
営
む
法
人
と

し
て
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
法
人
の
自

主
性
・
創
意
工
夫
に
よ
る
多
様
な
地
域
貢
献
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
状
況
は
社
会
福
祉
法
人

の
財
務
諸
表
等
電
子
開
示
シ
ス
テ
ム
の
地
域
に
お
け
る
公

益
的
な
取
組
み
と
し
て
情
報
公
開
し
て
い
ま
す
。
創
樹
会

で
は
、
地
域
の
皆
様
へ
の
感
謝
も
込
め
て
水
呑
町
内
の
清

掃
や
送
迎
サ
ー
ビ
ス
、
行
事
へ
の
参
加
な
ど
で
協
力
を
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
対
象
者

は
、
行
政
や
医
師
に
よ
る
認
定
が
必
要
で
す
が
、
地
域

貢
献
の
対
象
者
は
法
人
の
自
主
性
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま

す
。
子
育
て
相
談
や
社
会
的
孤
立
を
解
消
す
る
居
場
所

づ
く
り
な
ど
も
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。
困
り
ご
と
を
抱
え

な
が
ら
生
活
さ
れ
て
い
る
方
々
の
課
題
の
解
消
に
、
社
会

福
祉
法
人
の
資
源
が
お
役
に
た
て
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
と
は
い
う
も
の
の
、
こ
の
地

域
貢
献
に
力
を
注
ぐ
た
め
に
は
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
で

す
。
昨
今
は
多
く
の
職
場
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
職
員

が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、
有
給
休
暇
は
定
め

ら
れ
た
日
数
以
上
を
取
得
し
、
男
女
と
も
育
児
や
介
護

と
仕
事
の
両
立
を
支
援
し
、
過
重
労
働
を
避
け
て
職
員

の
健
康
に
も
配
慮
し
ま
す
。
そ
の
た
め
余
裕
あ
る
人
員
体

制
を
整
え
る
こ
と
は
重
要
課
題
な
の
で
す
。

　
創
樹
会
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
障
が
い
の
あ
る
利
用
者
さ
ん

の
暮
ら
し
を
支
え
る
こ
と
で
す
。
職
員
は
、
利
用
者
さ
ん

の
「
食
事
・
運
動
・
睡
眠
」
の
生
活
リ
ズム
を
整
え
る
こ

と
の
知
識
と
経
験
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
生
活
リ
ズ
ム

を
整
え
る
こ
と
は
、
私
た
ち
が
心
の
健
康
を
維
持
す
る

上
で
最
も
大
切
な
事
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
な
ぜ
、

心
の
健
康
が
崩
れ
て
し
ま
う
の
か
？
予
防
す
る
た
め
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
？
」
と
い
う
疑
問
を
持
ち
続
け
て

い
ま
し
た
が
、
日
々
利
用
者
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え
る
職

員
か
ら
そ
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
こ
と

（
体
を
整
え
る
事
は
心
を
整
え
る
事
）
を
知
る
こ
と
で
少

し
で
も
何
か
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
思
う
職
員
の
存
在
も

あ
り
ま
し
た
。今
は
ま
だ
小
さ
な
発
見
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、

職
員
の
持
つ
ス
キ
ル
が
心
の
健
康
の
維
持
に
寄
与
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
発
見
は
、
ま

る
で
種
か
ら
出
て
き
た
小
さ
な
芽
の
よ
う
で
す
が
、「
福

祉
の
樹
を
創
る
」
と
い
う
法
人
名
の
由
来
の
よ
う
に
、
い

つ
か
樹
に
な
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人 

創
樹
会 

事
務
局
長
　
山
本 

由
紀
子

＊お名前･グループ名のみ紹介し、お礼にかえさせていただきます。（敬称略･順不同）
＊保護者・職員については記載していませんので、ご了承ください。

ご寄贈 関係者1名

保育士 5月30日～10日間 福山平成大学 2名
 6月10日～10日間 比治山大学短期大学 3名
 6月20日～10日間 比治山大学短期大学 2名

ご寄贈・ボランティア訪問

実習生

発行日：2022年7月20日
発行元：社会福祉法人 創樹会　〒720-0832  広島県福山市水呑町7187番地1
TEL：084-956-0255  FAX：084-956-5749
fukuyamaroppou@soujukai-fukuroku.or.jp   http://soujukai-fukuroku.or.jp

事業所一覧
●福山六方学園（障害児入所施設）（障害児短期入所事業）(日中一時支援事業)
●あゆみ苑成人寮（障害者支援施設）（生活介護事業）（短期入所事業）（日中一時支援事業）
●サポートセンターひびきの家（共同生活援助事業）
●サポートセンター友の家（共同生活援助事業）
●サポートセンターかなで(日中サービス支援型共同生活援助事業)(短期入所事業)
●さわらび（生活介護事業）
●ヘルパーステーションあしすと（居宅介護・行動援護事業）（移動支援事業）
●ＯＮＥ－すてっぷ（児童発達支援事業）（放課後等デイサービス事業）（日中一時支援事業）（障がい児療育等支援事業）
●ふぁんたす（放課後等デイサービス事業）
●相談支援センター風ぐるま（一般相談支援事業）（特定相談支援事業）（障がい児相談支援事業）
●さくら（就労継続支援B型事業）（生活介護事業）

創樹会　
webサイト▶

あ
り
が
と
う

     

ご
ざ
い
ま
し
た

今
後
の
予
定

コロナウイルス蔓延防止のため、
各行事開催が未定となっております。

前号より誌面をリニューアル。学園

利用者さんの作品をあしらい、文字

も読みやすくなるよう心がけました

が、いかがだったでしょうか。おさま

り始めたコロナ禍へは慎重に対処

しつつ、楽しい暮らしをつくれるよ

う、あらためて努めてまいります。

（編集スタッフ一同）

ONE‐すてっぷ／多賀 有紗

職員インタビュー
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鞆
の
津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
５
月
26
日
を

も
っ
て
開
館
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
館
で
は
こ
れ
ま
で
、
障
害
の
有
無
や
知

名
度
、
職
業
的
作
家
か
ア
マ
か
な
ど
作
者
の

境
遇
・
立
場
に
か
か
わ
ら
ず
、
様
々
な
人
た

ち
の
人
生
に
ね
ざ
し
た
作
品
を
展
覧
会
で
お

伝
え
し
て
き
ま
し
た
。展
示
に
際
し
て
は
必
ず
、

作
者
ご
本
人
や
親
御
さ
ん
／
支
援
者
に
話
を

お
聞
き
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ

こ
か
ら
み
え
て
き
た
の
は
、
創
作
す
る
こ
と

が
作
者
に
と
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
楽
し

み
を
与
え
て
く
れ
る
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ

る
こ
と
、
と
き
に
は
、
孤
独
や
退
屈
感
や
死

へ
の
恐
怖
と
いっ
た
苦
悩
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ

る
セ
ル
フ
ケ
ア
で
も
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
表

現
は
作
者
が
よ
り
よ
く
生
き
よ
う
と
す
る
思

い
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

作
品
は
、
極
論
す
れ
ば
「
物
」
に
す
ぎ
ま

せ
ん
が
、
作
者
の
特
性
や
価
値
観
や
暮
ら
し

と
切
っ
て
も
切
り
離
せ
ま
せ
ん
。〈
福
祉
〉
と

い
う
言
葉
は
、
も
と
も
と
語
源
的
に
「
幸
せ
」

と
か
「
よ
く
生
き
る
」
と
い
う
意
味
を
持
つ

と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と
も
ふ
ま
え
て
私
は
、

作
者
そ
れ
ぞ
れ
の
私
的
な
幸
せ
の
か
た
ち
を

具
現
化
し
た
「
作
品
」
と
い
う
不
思
議
な
物

を
伝
え
る
鞆
の
津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
活
動
も

ま
た
、
ひ
と
つ
の
「
福
祉
」
的
な
営
み
だ
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
表
現
物
の
展
示

を
通
じ
て
、
人
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
「
ふ
つ
う
」

を
可
視
化
し
、私
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
他
を
も
っ

て
代
え
が
た
い
固
有
な
存
在
で
あ
る
と
実
感

で
き
る
空
間
を
つ
く
る
こ
と
。
様
々
な
人
た

ち
が
共
に
生
き
て
い
き
や
す
い
世
の
中
に
向

け
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
よ
う
な
活
動
を
続
け

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
津
口 

在
五
）

鞆の浦にある築150年の蔵を再生。館内休憩室は地域にも開放し、学園利用者さんや
地元の子供たちが創作するなど自由にすごせる空間になっています。

『私物の在処』展(2020・写真左)では、他人には何の変哲もない物なのに、持ち主にとっては他に代えがたく捨
てるに捨てられないような私物を展示。『原子の現場』展(2017・写真右)では、被爆者による原爆の絵を含め、戦
争をめぐる様々な表現を展示しました。このように企画展では様々な視点から、私たちは固有な存在なのだと感
じられる空間をつくるとともに、図録も発行することで、当館の活動を広く知っていただけるよう試みています。

鞆の津ミュージアム

鞆の津ミュージアム
住　　所｜〒720-02101 福山市鞆町鞆271-1
開館時間｜10:00-17:00（月火休館）入場無料
電話番号｜084-970-5380
Webサイト｜https://abtm.jp
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以上の活動を通して、引き続き「障がいのある人たちの人生を支える」を旨とした
「嬉しいサービス」提供事業体として法人関係者が一丸となって精進していきます。

福山六方学園

令和３年度も新型コロナウイルスの影響
を大きく受ける１年となりました。そんな
中、親子の関りを第一と考え、出来る限り
帰省、面会を行いました。これも帰省をし
てもご自宅で過ごすなどご家族のご理解
ご協力があったからこそ実現できたこと
と感謝しております。

あゆみ苑成人寮

今年度も新型コロナウイルスの猛威と向
き合う1年でした。あゆみ苑成人寮では、
利用されている皆さんの高齢化にともな
い、感染予防対策に細心の注意を払い、
施設に「持ち込まない」の徹底を図りまし
た。それに伴い、短期入所・日中一時の受
入を中止し地域生活をされている皆様方
には大変ご迷惑をお掛けしました。

サポートセンター ひびきの家

新入居者や長期入院利用者の退院で、定
員を満たすことができました。清水基金
の助成金を受け、車椅子対応の自動車を
白萩地区のホームに配置しました。新型コ
ロナウイルス関連で、行事は形や規模を
変えて実施しました。帰省・面会・通所の
制限等により、精神面の不安定さが現れ
た利用者が見られました。

サポートセンター かなで

通所が難しい方に対して、自立支援課題や
グループホーム外での活動を提供し、生活
の充実に努めました。新型コロナウイルス
関連で、帰省の制限や通所の中止等が繰
り返しありました。利用者の方のストレス
解消のため、日々の生活の中で楽しみを作
り出すよう心掛けました。利用者の方の暮
らしにくさの軽減のため、支援の見直しや
医療相談を行ないました。

さわらび

新型コロナウイルスの影響が大きく、感染
拡大防止の観点から、やむをえず数日閉
所することがあり、利用される皆さん、ご
家族、関係事業所にはずいぶんご迷惑を
お掛けしました。利用される皆さんのスト
レスも考慮しながら、可能な範囲での行
事、外出等の日課を検討し、実施しました。

ヘルパーステーション あしすと

新型コロナウイルスだけでなく、人事異動
や事務所移転など、利用される方々に負
担をかけることになりました。今できる支
援について、利用される方と共に考えて、
会えないままの方に会う機会を作るよう
に模索し続け、昨年より多くのご家庭を
訪問しました。

ONE-すてっぷ

児童発達支援すてっぷでは、イメージ通
り遊べるからだ作り、基本的生活習慣を
身に付けること、遊びを通して生活経験を
拡げること等に取り組みました。
放課後等デイサービスONE-すてっぷで
は、通常の受入と併せて、生活リズムの維
持等を目的に、平日午前中より不登校児
の受入態勢も整えました。

ふぁんたす

新型コロナウイルス拡大防止のための休
業や欠席時における在宅支援（テレビ電
話による支援プログラム等）を実施しまし
た。事業所に通えない時でも、心身の状
況の確認、オンラインでの活動提供を行
うこと等に取り組みました。

相談支援センター 風ぐるま

令和3年度も、新型コロナウイルスへの対
応として電話でのモニタリングを中心に、
必要な訪問や面談、支援などの相談業務
を行いました。サービス利用についても、
通常利用していた短期入所や居宅サービ
スでの外出などにも制限があり、ご本人・
ご家族ともに不安を感じることが多くなり
ました。

さくら

就労B型の平均工賃月額は20,980円で、
前年度比約13.3%の増額となりました。
要因は、自動定量機を導入し生産性が向
上した事と、取引企業のご理解・ご協力に
よる受注量の増加です。生活介護の平均
工賃月額は9,917円で、前年度比1.2%減
額となりました。要因としては、新型コロナ
ウイルスの影響でイベントによる収入が
見込めなかったことがあげられます。

事 務 局

法人内のWi-Fi環境整備によりWeb会議
の促進に繋がりました。また、感染症に関
する発生情報を速やかに事業所間で共
有することにより職員間の接触を避け、リ
スクの低減に努めました。人材確保が厳
しいなか、令和4年度新規採用者8名を迎
えることができました。

サポートセンター ひびきの家

事業所全体として利用者の方の介護度が
上がり、支援量が増えています。高齢期の
方の心身の特徴を理解・把握し、適切な
支援を心掛けていきます。行動障がいの
方の特徴を理解し、生活の充実に努めて
いきます。感染症対策を行い、安心・安全
な地域生活の維持を目指します。

福山六方学園

昨年度は、多くのイベントが中止もしくは
縮小して行うことになりました。今年度は
出来る限り開催したいと考えています。そ
れぞれのイベントを職員が提供するだけ
でなく、自治会活動を強化し、子ども達の
意見を取り入れた子ども達が楽しめるイ
ベントの開催をめざします。

ヘルパーステーション あしすと

スタッフの数が少なくなることを利点とし
て、小さな会議を重ねています。各家庭で
の生活環境が大きく変わってきている状
況があり、多様なニーズや現在の状況に
合わせた対応を迅速に行える準備を整え
ています。情報を集めて、今できる可能な
支援を提供できるように進めます。

相談支援センター 風ぐるま

サービス利用の調整や生活状況の見守り
を中心とした計画相談と生活上の悩みや
不安、生活に必要な支援に対応していく
基本相談を中心に業務を行っていきます。
ご本人ご家族の高齢化に伴う生活変化や、
通学不安や不登校が増加傾向にある児
童相談への対応として関係機関や学校な
どの教育機関との連携を行っていきます。

サポートセンター かなで

日中をグループホームで過ごされる方や
生活介護事業の利用が難しい方の対応を
行ない、活動の幅を広げ、生活の充実を目
指します。それぞれの方の障がい特性の
理解・把握に努め、個別の対応をして生活
の安定を図ります。感染症対策を行い、安
心・安全な地域生活の維持を目指します。

あゆみ苑成人寮

利用されている皆さんの高齢化と障がい
の重度化にともない、医療対象者も急増し
ています。このような方々の日常生活にお
ける介護、医療、保健等の支援の充実を図
ります。又、障がい特性の多様化が進み、
強度行動障害を含む自閉傾向の強い方や
精神に障がいのある方も多く、障がいの特
性に配慮した環境作りと支援を行います。

ONE-すてっぷ

児童発達支援すてっぷでは、毎年利用児
を新たに募る事業であるため、行政機関、
保育所関係、児童発達支援センター等と
の連携を積極的に行い、顔の見える連携
作りを進めます。
放課後等デイサービスONE-すてっぷで
は、強度行動障害支援者養成研修修了者
を中心にケース検討を行い、統一した方
向性での支援ができるよう取り組みます。

さくら

利用者の障がいの重度化・高齢化や、障
がいの多様化による個別支援対応が多く
なり、作業量の低下が想定されるため、安
定した作業工賃の支給が行えるように、取
引企業とのさらなる連携を行いながら、
作業内容の充実化を目指します。

さわらび

日中一時支援事業を令和3年度末付けで
廃止し、生活介護事業(定員40名)に一本
化します。利用される皆さんも歳を重ねら
れ、介護度の高い方が多くなってきた反面、
自閉症、強度行動障がいのある方の利用
が複数ある等、様々な障がいのある方の利
用があります。それぞれの特性に応じた質
の高いサービスの提供ができるよう、ス
タッフ間で連携・情報共有をしていきます。

ふぁんたす

新型コロナウイルスが収束しない状況下
であっても、子ども達の健全な育成に必
要な意義ある活動が提供できるよう努め
ます。併せて、感染拡大防止のための休
業や欠席時における在宅支援（テレビ電
話による支援プログラム）の充実に取り組
みます。

事 務 局

建設後10年以上経過した建物や器具の
改修計画を進めます。自然災害や感染症
の発生時は、法人内外への情報発信と対
応が求められるため、日頃より医務給食
部門とも連携し、訓練を重ねます。

令
和
４
年
度

各
事
業
所
の
主
な

事
業
計
画

令
和
３
年
度

各
事
業
所
の
主
な

事
業
報
告
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　さわらびの生活介護日課は、創作活動や歩行・ドラ
イブなどです。創作活動では、季節に合わせた壁面工
作を行い、6月は梅雨をイメージして紙皿を傘の形に
切って色を塗ったり、色紙で紫陽花を作ったりして室
内の飾りつけを皆さんと行っています。
　今回掲載している写真は、さわらびの中庭でシャボ
ン玉をする風景です。たくさん浮かぶきれいなシャボン
玉を見て、皆さん嬉しそうにされています。日増しに気
温が上がっていき、散歩に出ることが難しくなってくる
中、朝の涼しい時間帯で短い時間でも外に出てリフ
レッシュできる日課を考え、楽しい毎日を過ごしていた
だけるよう取り組んでいきます。

さわらび　山口 慎平

シャボン玉さわらび

自
主
研
修
に
つ
い
て

　

私
は
自
主
研
修
制
度
を
積
極
的
に
活
用

し
て
い
ま
す
。近
年
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
が
増
加
し

た
の
で
自
宅
で
以
前
よ
り
気
軽
に
受
講
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、配
信
期

間
を
長
め
に
設
け
て
く
れ
る
研
修
も
あ
り
、

い
つ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、時

間
を
有
効
に
使
い
な
が
ら
勉
強
が
で
き
る

の
が
と
て
も
い
い
環
境
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　

自
主
研
修
で
は
、自
分
が
学
び
た
い
内

容
か
ら
、受
け
た
い
研
修
を
探
し
て
受
講

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。よ
り
内
容
を
理

解
し
、自
分
の
知
識
を
深
め
て
い
く
た
め

に
、研
修
前
に
、研
修
を
受
け
る
目
的
を
明

確
に
し
て
お
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。研
修
を
通
し
て
、子
ど
も
の
姿
や
行
動

を
客
観
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、学
ん

だ
こ
と
を
実
践
・
振
り
返
り
し
て
い
く
こ

と
で
、自
分
自
身
の
成
長
や
子
ど
も
達
と

の
信
頼
関
係
の
構
築
に
も
繋
が
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、研
修
を
活
用

し
な
が
ら
様
々
な
知
識
を
つ
け
、支
援
に

活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　

Ｏ
Ｎ
Ｅ‐

す
て
っ
ぷ　

多
賀 

有
紗

マ
ナ
ー
研
修

　

新
任
研
修
の

一
つ
に
マ
ナ
ー

研
修
が
あ
り
、

基
本
知
識
を
座
学

と
実
技
で
学
ん
で
い

ま
す
。今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、ア
イ
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
代
表
の
石
井
千
恵

様
を
お
迎
え
し
、六
月
二
日
に
水
呑
交
流

館
で
講
習
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

事
前
に
座
学
を
受
け
て
い
た
の
で
、実

技
を
メ
イ
ン
で
行
い
、名
刺
交
換
や
来
客

対
応
な
ど
を
学
び
、参
加
職
員
か
ら
は
、

「
練
習
を
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
学

べ
て
よ
か
っ
た
」「
ク
レ
ー
ム
対
応
に
つ
い

て
知
り
た
い
」な
ど
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
意

欲
を
か
き
た
て
ら
れ
た
よ
う
で
す
。普
段
、

名
刺
交
換
等
す
る
機
会
は
少
な
い
で
す
が
、

今
日
の
こ
と
を
振
り
返
り
活
か
せ
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

事
務
局　

岡
﨑 

勇
輝

　今年は雨も少なく、風も穏やかで桜がとてもきれい
に咲き乱れました。新型コロナウイルス感染症がまだ
落ち着かない状況でしたが、感染対策を実施しなが
ら『さくら』でもお花見を開催しました。どこか遠くへ
出掛けることはまだ難しい状況ですが、近くの卸セン
ターで満開の桜を見ながら散策し、事業所内でミニ
ゲーム大会とカラオケ大会を行いました。カラオケで
は自分たちの持ち歌を熱唱し、ミニゲームでは「だめ
だったぁ！」と悪戦苦闘しながらも「全部クリアできた！」
と利用者の皆さんからは、たくさんの笑顔の花を見る
事が出来ました。

さくら　荒木 郁海

お花見さくら

　日中活動支援の一つとして、自立課題を行っています。
生活空間から少し離れて、視覚的な情報が中心の空間で、
見通しをもって安心してできる活動を目指しています。
　アセスメントを行い、利用者の理解に合った自立課題が
提供できるようにしています。どのような課題なのか、どこで
終わりなのか、終わった後何があるのかなどを明確にする
ことで集中して自立課題に取り組むことができています。利
用者の暮らしを豊かにする手段の一つとして今後も改善し
ながら取り組みたいと思います。

サポートセンターかなで　枝廣 正寛

自立にむけてサポートセンターかなで

　5月10日と24日に、あゆみ苑成人寮の男子棟利用者さんで
食事会を行いました。池口精肉店とステーキ都で和牛弁当を注
文し、三密に配慮しつつの実施となりました。外食自粛が続く中
ということもあり、皆さん久しぶりのお店のお食事や、皆で集まっ
て過ごす時間を楽しまれていました。
　コロナ禍により様々な生活様式に変化が生じましたが、あゆ
み苑での生活が楽しいものになるように、イベントも上手に形を
変えながら実施していけたらと思います。

あゆみ苑成人寮男子棟　浦田 創太朗

お食事会あゆみ苑成人寮男子棟

　『てんぐりかっぱ』は、千田町にある山の中の遊び場です。自
然を利用したブランコやトランポリン、ソリ滑り等街中にはない珍
しい遊具で遊べるのが魅力です。普段はコロナ禍の外出自粛
ムードと相まって、家でゲームや動画中心のデジタル世界で一
人遊びが多い子どもたち。たまには外で体を動かして友だちと
関わりながら遊んでほしいという保護者とスタッフの願いもあっ
て、毎年春休みに遊びに行かせてもらっています。
　今年も3月上旬から「てんぐりかっぱ、いつ行くん？」と期待を
込めて聞いてくれていた子どもたち。楽しみにしていただけあって、
当日は、ソリを片手に山道を何度も上り下りしたり、大きなトラン
ポリンにダイブしたりと全身で遊びを楽しんでくれました。落ち葉
にまみれながら弾ける笑顔で遊ぶ子どもたちの姿に、すごくホッ
とすると共に嬉しくなり、疲れも吹き飛んでいく様に感じました！

ふぁんたす　田中 順子

てんぐりかっぱふぁんたす


